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【結果】新規 PDX である KUCaP3 は、60％の腫瘍形成率で継代可能であった。 
KUCaP3 腫瘍は嚢胞を形成し、宿主マウスの去勢によって一旦縮小するものの、
数ヶ月後に約 50%の確率で去勢抵抗性を獲得した。免疫組織化学的染色では
AR、PSA、CK18、AMACR 陽性、CK5 / 6 および ERG 陰性を示した。KUCaP3
腫瘍における AR 遺伝子は、リガンド結合ドメインにおけるコドン 875 のアミ
ノ酸置換（H875Y）をもたらすヌクレオチドの点変異（TAT→CAT）を有して
いた。KUCaP3 腫瘍の嚢胞液および担癌マウスの血清中の PSA は高値を示した。
LC/MS/MS分析ではKUCaP3腫瘍の嚢胞液中から 23種のヒト由来タンパク質を
検出した。 
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  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 29年 3月 7日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
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